
15：30～15：45 開会挨拶 浜松医科大学 学長 今野 弘之

15：50～16：05 浜松市
施策紹介 

浜松市産業部次長 スタートアップ推進課長 江馬 正信 氏
稲邑 拓馬 氏（オンライン）

閉会挨拶 はままつ次世代光・健康医療産業創出拠点長 木村 雅和17：25～17：30
名刺交換17：30～18：00

質疑応答17：10～17：25

16：10～17：10 基調講演

来賓挨拶

講師略歴

デジタルハリウッド大学大学院 客員教授
アイリス株式会社 共同創業者・取締役副社長CSO
医師　　

医療 ・ ヘルスケアベンチャーに活かす
デジタルヘルスの最新動向

主催 ： 浜松医科大学、はままつ次世代光・健康医療産業創出拠点
共催 ： 静岡大学、豊橋技術科学大学、光産業創成大学院大学、静岡県、浜松市、浜松医工連携研究会（浜松商工会議所）、
　　　 公益財団法人浜松地域イノベーション推進機構

医師、一橋大学MBA。専門は遠隔医療、AIなどデジタルヘルス。
眼科専門医として1500件以上の手術を執刀、手術器具や遠隔医療サービスを
開発。2016年厚生労働省に入省し、医政局室長補佐として医療ベンチャー政策
立案などに従事。退職後、オンライン診療や治療用アプリなど数多くの事業
開発行いながら2017年にアイリス株式会社を共同創業。複数の医系大学で教員
を務めるほか、厚生労働省医療ベンチャー支援（MEDISO）アドバイザー、経済
産業省Healthcare Innovation Hub アドバイザー、上場企業の社外取締役な
ど。著書は『医療4.0』など40冊以上。「医療現場」「医療制度」「ビジネス」の
3領域を横断的に理解し、ヘルステック領域の事業開発や支援を行っている。

加藤 浩晃 氏

『浜松市のスタートアップ支援について』

経済産業省商務情報政策局 商務・サービスグループ ヘルスケア産業課長 

令和4年2月4日金 15:30～18:00

メディカルイノベーションフォーラム
医療・ヘルスケアベンチャーの創出に向けて

「はままつ次世代光・健康医療産業創出拠点事業」

MEDICAL INNOVATION
FORUM

ハイブリッド形式
ホテルクラウンパレス浜松 4階 芙蓉の間
（静岡県浜松市中区板屋町110-17）

2021
Zoom



E-mail ikollabo@hama-med.ac.jp

無料
右記QRコードまたはURLからお申し込み下さい。
令和4年1月31日（月）

「はままつ次世代光・健康医療産業創出拠点事業」

メディカルイノベーションフォーラムお問い合せ先

メディカルイノベーションフォーラム2021
参加申込について

はままつ次世代光・健康医療産業創出拠点
TEL.053-435-2438    URL：https://www.ikollabo.jp

2021MEDICAL INNOVATION
FORUM メディカルイノベーションフォーラム

イノベーションフォーラム
申込みURL QRコード

https://forms.gle/ofU68v9jHSTKWFQE9申込期限
申込要領
参  加  費

開催趣旨

「はままつ次世代光・健康医療産業創出拠点」とは？

平成21年度JST地域産学官共同研究拠点整備事業の採択を受けて、浜松医科大学を中心に平成23年度から
本格的にスタートさせた事業。光・電子関連技術を核とする地域イノベーション戦略推進地域構想「浜松・東三河
ライフフォトニクスイノベーション」において、連鎖的創出を目指す４つの新産業「次世代輸送機器産業」「新農業」
「健康・医療産業」「光エネルギー産業」の一つである「健康・医療産業」を担うものです。（「浜松・東三河ライフ
フォトニクスイノベーション」は平成28年度から「地域イノベーション・エコシステム形成プログラム（文科省）」へ
継続。平成29年度に、光・電子技術を活用した未来創成ビジョンの実現に向け、地域の光・電子技術を基盤とし
た産業振興を推進する「フォトンバレーセンター」を（公財）浜松地域イノベーション推進機構内に設置。）地域の
強みを生かした産学官連携による連鎖的・継続的な新技術の事業化、オンリーワン・ナンバーワン製品の創出を
推進することにより、健康・医療関連産業の基幹産業化、雇用の促進やベンチャー創出を通じて、本地域の
活性化を目指しています。

　メディカルイノベーションフォーラムは、浜松・東三河地域を中心とした医療分野の製品・技術開発の推進を目的とし
て開催され、今回で第14回目を迎えます。
　本地域はこれまで、文部科学省知的クラスター創成事業、浜松・東三河ライフフォトニクスイノベーション（文部
科学省地域イノベーション戦略支援プログラム）、文部科学省革新的イノベーション創出プログラム（COI STREAM）
により、産学官が一体となって積極的に光・電子技術を基盤とした新産業創出を進めているところです。
　一方、平成22年度からは「はままつ次世代光・健康医療産業創出拠点」（JST地域産学官共同研究拠点整備
事業）が設置され、医工連携活動を活発に展開してきました。加えて、平成27年度は浜松医科大学が国立研究
開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の国産医療機器創出促進基盤整備等事業全国11拠点の一つとして、
地域内外の医療機器企業の開発を担う人材の育成、そして新たな医療機器開発に関する医工連携活動の展開が
期待されています。さらに、平成28年度には、文部科学省地域イノベーション・エコシステム形成プログラム支援
対象地域に選ばれ、「光の尖端都市「浜松」が創成するメディカルフォトニクスの新技術」をテーマとして益々医工連携、
医療機器開発が活発になって参ります。
　今回のメディカルイノベーションフォーラムにおきましては、アイリス株式会社 取締役副社長CSO 加藤 浩晃 氏に
お願いして、最新の話題につきましてご講演いただきます。
　医療機器の研究開発・技術開発・製品開発・事業化などに関心をお持ちの多くの皆様のご参加をお待ちしています。


